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先週のマーケット動向（12 月 23 日～12 月 27 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,446.0  1,486.7  1,445.4  1,467.5  +16.1 

JPY/KRW 9.2218  9.4340  9.2304  9.3033  +0.053 

KOSPI 2,423.36 2,452.85 2,388.33 2,404.77 +0.62 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。週初1,446.0ウォンでオ

ープン後、政情不安から底堅い推移が継続するもクリスマ

ス休暇を控え比較的値幅は限定的な推移。しかし、週半ば

から後半にかけてウォン安が急速に進行。尹大統領の弾劾

裁判を巡り、憲法裁判所の欠員補充について大統領の職務

代行を行う韓首相が直ちに認めない方針を表明すると、野

党がこれに反発し、韓首相の弾劾訴追案を提出。長引く政

治の混迷を受けてウォンは断続的に売られ一時1,486.7ウ

ォンまで上昇した。その後為替介入と見られる動きに上げ

幅を縮小するも、前週末比+16.1ウォンの1,467.5ウォンで

クローズした。 (韓国時間15：30） 

 

今週の見通し 

27日夕方、韓首相の弾劾訴追案が可決され、大統領職務

は崔副首相兼企画財政部長官が代行することに。強硬的な

野党の姿勢を受けて国内政治の不透明感が強まりウォン相

場は一段と売られ易い状況か。株式市場も軟調推移が続

き、好材料乏しく、ウォンは年末年始も軟調推移が継続し

よう。 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1465 ～ 1485 9.25  ～ 9.50  156.0  ～ 159.0  

 

*本レポートの次回発行は1月13日となります。本年もあり

がとうございました。来年も何卒もよろしくお願いしま

す。* 

 

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 

31日(火) 中 12月 製造業PMI 
中 12月 非製造業PMI 
韓 12月 CPI 

2日(木) 米 12月 失業保険新規申請者数 
米 12月 製造業PMI 確報値
欧 12月 製造業PMI 確報値

3日(金) 米 12月 ISM製造業景況指数 
6日(月) 米 11月 耐久財受注 確報値

欧 12月 サービス業PMI 確報値
米 12月 サービス業PMI 確報値
米 11月 製造業受注 
中 12月 総合PMI 
中 12月 サービス業PMI 

7日(火) 米 12月 ISM非製造業景況指数 
8日(水) 欧 12月 消費者信頼感指数 確報値

韓 11月 国際収支 
米 12月 ADP雇用統計 
米  FOMC議事録 

9日(木) 中 12月 PPI 
中 12月 CPI 

10日(金) 米 1月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値
米 12月 非農業部門雇用者数 
米 12月 失業率 


